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コロナ禍の授業形態など、学業 
についてお聞きしたいと思いま 
す。 

R.Nさん：早稲田では政治経済学部に
属しているので、留学先でも政治や経
済の授業を中心に取るようにしていま
す。1クオーター目は3つ授業を履修し
ました。授業形態としては、対面授業
が中心ですが、所々オンラインで行わ
れることもありました。経済学の授業
はレクチャーが中心で、他の授業はデ
ィスカッションやグループワークがあ
りました。オンラインの授業は質問が
しやすく、自分のペースで学習もでき
るため大変ではありませんでしたが、
グループワークは難しさを感じること
もありました。

ワシントン大学の様子 (R.Nさん)　

カナダ編
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R.Nさん：実は授業が始まる第1週目までは履修が決まっておらず、授業の第1週目が終わっ 
てから履修が確定しました。また、正規生の登録が終わってから、僕たち留学生の登録が開
始しました。ですが、人気が高い授業でも教授に相談をすると入れてもらえるクラスもあり
ました。履修登録に関しては、僕たち留学生には留学生用の履修登録アドバイザーがいて、
アドバイザーを通して1クオーター目は履修を組みました。この点は非常にサポートが手厚い 
と感じましたね。第2クオーター目は自分でポータルサイトで組みました。 

K.Nさん：僕は"Pol Econ of Development Africa”
"Data for Social Impact"、"Intro to Military Concepts"、   
"Political Econ of Development"、"The Politics of 
Climate Change"、"Just War Theory and Peacekeeping "

I.Tさん：私は、"Introduction to media studies "
"American politics and mass media "
"Economics of Sustainability and environment "
"Intermediate French "という4つの授業を取りました。
すべて対面で授業は行われましたが、コロナ対策として
録画版も用意されています。どの科目も座学と、TAによ
るディスカッションセッションがありました。科目登録
に関しては、秋学期は5月からの3ヶ月、科目登録の期間
がありました。

H.Yさん：私は"Sociology of Globalization"、"Environment and Sustainability"という、
社会学の授業を中心に取っています。その他アート系科目も履修しており、映像研究の授業
などを取っています。"Fundamental of Film Production"、"Mobile Communications"と
いう科目で、映像制作について1から学んでいます。 トロント周辺は映像制作で有名なの
で、この分野の勉強は必ず受講したいと留学前から考えていました。各授業、大講義が週に
2回、チュートリアルという少人数で講義の復習やディスカッションを行う時間が週に1回
あります。チュートリアルの時間は、日本の大学にはない、とても魅力的な制度だと感じて
います。映像系の授業に関しては、グループワークがほとんどで、共同で1つの映像作品を
作り上げるクラスが多いです。授業外でグループメンバーと集まり、プロジェクトを進める
こともあります。履修登録に関しては、秋学期は留学前に科目登録期間があったので、その
期間に履修を組みました。交換留学生は、はじめにInternational Officeに科目申請をし、
それを通過してから本申請ができるという形になっています。留学中学びたいと思っていた
分野をしっかりと網羅できるよう、慎重に科目登録を進めました。また、せっかく留学にき
ているので、対面で実施されるとシラバスに記載があった授業のみ履修しました。

留学生にとって履修登録のサポートが手厚いの
は非常にありがたいですね。 他の御三方は
いかがですか？

R.Nさんはいつ履修を組まれましたか？ 

という6つの授業を取っています。マスクを着用して、対面で授業が行われています。授業
形式は、座学は1つのみで、ほぼ全ての授業がグループワークもしくはディスカッションが
あります。6月ごろに、コースカタログから興味のある授業を見つけ、履修を組みました。

ジョージタウン大学の様子
 (K.Nさん)　



H.Yさん：たまたま治安のいい場所に家を見つけることができました。学校にも歩いて5分
ほどで行くことができます。街自体が学生街といいますか、学生が沢山住んでおり、治安は
非常に良いと思います。日本に住んでいた時と治安の良さは変わらないと感じています。

５

02 留学前の準備、現地での生活について

続きまして、留学の内定後からどのように準備を進めたのか、お伺いしたい 
と思います。

 R.Nさん：留学は初めてだったので、留学先の治安を中心に調べていました。それ以外は 
特にやっていないですね。

H.Yさん：私は準備の中で家探しが 
最も大変でした。コロナの影響で
今年は全員寮に入ることができな
かったのですが、知り合いもおら
ず、現地にも足を運べない状況
で、Facebookを活用しながらの家 
探しは本当に大変でした。早稲田
大学から私の留学先大学へ行く人
も自分だけだったので、情報収集
には苦労しましたね。他に行った
準備としては、家探しとも関連

土地勘をつかめるようにしたとおっしゃっていましたが、家の周りの治安は
良いですか？

カナダのアパートの様子 (H.Yさん)　

I.Tさん：私は自分の英語力でアメリカの授業についていけるか不安だったので、留学内定
後は早稲田で英語の授業をたくさん取り、可能な限り早稲田の授業を活用して英語の能力を
高めることを意識しました。また、留学センターに連絡をして自分と同じ大学へ留学をされ
た先輩と繋げてもらい、授業や現地の生活についてたくさん聞きました。現地の大学から
様々なメールも来るので、そちらにも注意を払うよう気をつけましょう。寮を選ぶ時期や科
目登録の開始のメールなど、スケジュールに沿ってしっかり準備をしました。アメリカのビ
ザに関しても、インターネットで事前に調べました。現地への渡航が確定したのが出発の直
前でしたが、アメリカのビザ申請は複雑なので、ビザの申請方法を調べ、ゆとりを持って準
備を進めることが重要だと感じました。

しますが、ダウンタウンやメインストリートを調べるなど、現地の土地勘をつかめるように
することです。また、部活にも興味があったので、授業と併せて学校のアクティビティも留
学前に調べました。

そうなのですね。留学前の準備について、ジョージタウン大学のK.Nさんは 
いかがですか？



 R .Nさん：ワシントン大学では、ワクチン接種は全員が行うよう要請されています。ワク
チンを接種していないと建物に入れなかったりという制限もあります。しておけばよかっ
た準備としては、課外活動の事前リサーチです。他の留学生は、運動だけでなく学業に関
する課外活動もしている人もいるので、このような下調べも必要だったかなと思います。

６
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コロナ禍で準備をしておいて良かったこと、ワクチンの制限などについても
教えてください!

H.Yさん：私の大学でもワクチン接種が必須だったので、私は日本で打ちました。私も留 
学前のリサーチは大事だと感じていまして、情報を得るという意味だけでなく、精神的な
安心にもつながると思います。しておいて良かったこととしては、留学の目標設定です。
私は、留学をする前に留学中の目標を立て、リストアップしました。留学中は日々の忙し
さから目標を見失ってしまうこともありますが、たまにそのリストを見返すことで目標を
再確認できています。そのため、目標設定はしておいて良かったなと感じています。反省
点としては、寮に住んでいないので、料理をもう少し日本で学んでおけば良かったかなと
後悔しています。私の地域は日本人が少なく、アジアンマーケットでも基本的に中華料理
用の食材が多いので、自炊の際には留学に来るときに持ってきた調味料を使っています。
後は現地の食材を使っています。

K.Nさん：留学前のセミナーコースでは、アメリカで教育学の博士学位をとられた教授のもと 
で、学生4人と毎週2時間学び、時に授業が延長もするようなハードな授業でした。毎週エッ 
セイも課され、かなり大変でした。そういう面では、アメリカのリーディングや課題に慣れ
させてくれたと感じています。GLFPの面白さは、帰国後にさらに感じることになると考えて 
います。提携校のシカゴ大学やジョージタウン大学からの留学生と一緒にセミナー授業を履
修し、卒業論文制作をしていくので、そこが面白いなと思います。

GLFPだからこその面白さ、大変だったことはありますか。

K.Nさん：留学前の準備としては、僕はGLFPプログラムに参加しているので、セミナーコー 
スが1学期分留学前にありました。そこで、アメリカの授業に慣れるために、英語で講義を受 
けたり、英語の論文を読みました。それ以外には、ジョージタウンに2年前に行かれた先輩と 
連絡を取ったり、ジョージタウンへ留学をする同期と連絡を取ったりしました。反省点とし
ては、高校の時に行ったホームステイと同じような感覚で、今回の留学でもスーツケース１
つで来てしまったことです。ホームステイ先にはベッドや食事の用意があって、ホストファ
ミリーのサポートも手厚かったのですが、寮での生活をスーツケース１つで始めるとなる
と、足りないものもたくさんありました。ジョージタウンが寒くなることも知らなかったの
で、冬用の衣服を渡航後に買うことになりました。

K.Nさん：留学前にして良かったことは、今回留学に行けるかどうかわからない状態で、い 
けないって言われてもトライしてみることです。何かに対して難しいと言われても、他の
方法を探すことは重要だと思いました。例えば、早稲田でワクチン接種ができるか最初わ
からない中で、僕は文科省にたくさん電話をし、最終的には文科省が早稲田大学でのワク
チン接種を認めてくれました。できないことをどうにかしてやってみる精神は必要だと思
います。



I.Tさん：私も寮に住んでいま
す。寮は5月31日までに大学専
用サイトを通じて申し込みまし
た。 寮では数十人が一つのキッ
チンをシェアするので、自炊す
るのは難しいです。そのため学
食を利用しています。キャンパ
ス内は治安がとても良いです
ね。寮はキャンパスから近いの
で、あまり治安の心配はいらな
いと思います。深夜はキャンパ
ス内の無料送迎サービスもあり
ます。

 R.Nさん：僕は大学の中にある寮に住んでいま
す。僕は寮生活を経験したことがなかったの
で、留学が決まった瞬間から寮に住もうと決め
ていました。寮によって形式は異なりますが、
僕の寮は２人部屋が４つ集まって1つのクラス
ターになっている8人部屋です。また、食事は
基本的に学食を利用しています。寮費に学食パ
スが含まれていて、学食パスでみんなで食べに
行っています。大学警察も常駐しているので、
住んでいる場所の治安は良いと感じます。

７

寮やアパートメントなど様々な居住形態
があると思いますが、皆さんはどこに住
んでいますか？

反対に、留学前にしておけば良かったことは、住環境のリサーチです。寮がどんな状態か
知らず、用意されていたのがマットレスだけだとは思いもしなかったので...自分の住環境 
のリサーチはしておくべきだったと痛感しています。また、英文の履歴書を事前に書いて
おけばよかったかなとも思います。現地の大学ではリサーチアシスタントなど研究系の仕
事を行うことができます。これらの仕事の応募の際に、英文の履歴書の書き方がわから
ず、僕は苦労したので、用意しておくと良いと思います。

寮の様子 (R.Nさん)　

キャンパスの様子 (I.Tさん)　



 R.Nさん：僕は留学を9月から始めたのですが、1ヶ月30万円ほど使っています。ほとんど
が買い物や娯楽、旅行に使っています。前もって寮費は払っていますので、この30万円は
寮費を抜いた額になります。僕はサンクスギビングや冬休みに旅行へ行ったので、額がか
なり膨れ上がっていますが、友達によっては20万円に収めることができている人もいまし
た。僕は親の仕送りでやりくりしています。支払い方法としては、現地でデビットカード
を作り、そのデビットカードで支払いを行なっています。

８

03 現地でのお金事情
毎月の出費はどれくらいか、どのように資金調達をしているか（仕送り、留学 
前からの貯金など）、また現地ではどのように支払っているか（現金、クレジ 
ットカードなど）現地でのお金事情について教えてください！

K.Nさん：出費はかなり月によって上下しますね。寮 
に入って布団を買ったりしたので、最初の月は通常
の月より出費が膨らんでしまいました。毎月25万円 
に収めたいと考えていますが、30万円以上使うこと 
もありますね。内訳はほぼ食費と旅行費になりま
す。学校にミールプランがあり、カフェテリアでも
食べられますが、授業が午後9〜10時まで続くこと 
が多く、ウーバーイーツも使っているので、食費は
かさんでいます。僕もかなり旅行をしていまして、
サンクスギビングにボストンやニューヨークに行き
ました。資金調達は、留学前からの貯金と親の仕送
りに加えて、奨学金を月10万円貰っています。僕は 
大学の中で働いていて、RAというリサーチアシスタ
ントの仕事をしているので、その収入も含めてやり
くりしています。支払い方法としては、僕はアメリ
カに来てから現金を1回も使ってないですね。

H.Yさん：私も旅行に行く機会が多く、日本での生活費よりも上回るかもしれません。私は 
オフキャンパスで友達とルームシェアをしていますが、家賃が月8.5万円ほどかかっていま 
す。他にも、外食や友達と集まる機会も多いので、出費がかさんでしまっています。資金調
達方法としては、日本で留学前にアルバイトで貯金したお金と両親からの仕送り、それに加
えて奨学金の３つです。現地の支払い方法は圧倒的にクレジットカードが多いです。周りの
友達も財布を持ち歩かずにカード1枚で出かけることも多いほど、カナダはキャッシュレス 
社会です。

コロナ禍でも旅行に行くことができているのですね。旅行先ごとにコロナ対策
の違いは感じましたか？
 R.Nさん：はい。僕はサンクスギビングにハワイにへ行ったのですが、ハワイはコロナ対策
が徹底されており、現地に着いた瞬間にワクチン接種証明書を見せる必要がありました。反
対に、冬休みに訪れたニューヨークはそこまで厳しくなく、唯一必要なのはマスクの着用で
した。場所によって対応はかなり異なると思います。個人的には、手洗いやマスクの徹底を
心がけました。

友人たちとの1枚 (K.Nさん)　



９

R.Nさん：留学先のコロナ対策は、個人的に日本
にいたときと変わらないなと感じています。マス
クを着用して、こまめに手洗い消毒を行うなど心
がけています。

続きまして、これから留学に行く皆さんは特に気になるであろう現地の
コロナ対策について、大学はどのような対策を行っているか、生活をする上
で皆さんが気をつけていることなど、教えていただきたいです。

03

04 現地のコロナ対策について

H.Yさん：私の大学のコロナ対策は日本とかな
り違うなと感じています。留学先大学で
は、"self-assesment survey"というオンライ
ンのアプリがあります。健康状態に関する質
問票で、全ての項目にチェックがつくとアプ
リ上に緑の大きなチェックマーク表示され、
キャンパス内の施設を利用できます。ジムや
授業など、緑のチェックマークを見せてから
中に入るので、日本にはなかったシステムだ
と感じました。また、ジムは学生全員使える
のですが、その際もマスクが必須であった
り、人数制限が徹底されています。コロナ前
はいつでも自由にジムを利用できていたので
すが、現在ジムを利用する場合には、事前に
オンラインで枠の予約を行う必要がありま
す。

K.Nさん：ジョージタウン大学の室内ではマス 
クを着用しています。また、「ワンメディカ
ル」というものがあり、校内でいつでもPCR
検査を受けることができます。例えば、寮で
陽性者が出た場合、寮にいる全員が検査を受け
ることになります。そのため、検査システムの
整備に重きを置いたウィズコロナ対策になって
いるのかなと思います。反対に、ハッピーアワ
ーというものがあり、僕はRAの仕事をしている
教授と一緒にお酒を飲むことが禁止されていな
いなど、日本との違いも感じています。

self-assessment surveyのアプリ (H.Yさん)　

マスク着用のサイン (R.Nさん)　
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01 03
音楽、詩、祈り、

宗教的なテキストや
文学からの言葉

コロナ禍ではありますが、皆さんは課外活動を行なっていますか？課外活動の探
し方、学業との両立についても教えてください！

 R.Nさん：僕は課外活動を行なっていないのですが、友だちは部活動に参加していて、アイス
ホッケーをしています。活動回数も頻繁にある部活のようですが、本人に聞くと、コロナ禍
でも問題なく活動ができているとのことです。早稲田でもアイスホッケー部に入っていたの
で、アメリカでもアイスホッケーをやりたいと考え、インターネットで探したそうです。学
業との両立に関しては、アイスホッケーのシーズンは限られているので、両立できていると
言っていました。僕自身も来学期から、部活ではありませんが、フットサルのサークルに入
ろうと考えています。僕の大学ではホームページに今学期行われているスポーツが掲載され
ており、登録ボタンを押すことで、参加できます。課外活動の申請は非常に簡単です。

H.Yさん： 私は早稲田で体育会の部活に入っていまし
て、留学先でも課外活動をしたいと考えていました
が、コロナ禍での活動の制限や、部活動は正規生のみ
入れるなど条件があり、探すのが難しかったです。そ
こで、intramuralと呼ばれるサークルのようなものに
参加を申請し、前学期はバスケットボールとバレーボ
ールのサークルに入っていました。来学期は、スキー
とダンス、フロアホッケーの3つを申し込もうと考えて
いたのですが、コロナの影響で全て中止になってしま
いました。授業もオンラインになってしまったので、
コロナ禍では思うように活動ができていません。活動
が中止されて悲しいですが、コロナ対策が徹底されて
いる証拠でもあると思います。これらの課外活動は

課外活動の様子 (H.Yさん)　

SNS（インスタグラム）で見つけました。どのスポーツクラブもインスタグラムのアカウン 
トを持っていて、活動の開始日時や詳細について投稿しています。情報が見つからない場合
には、ダイレクトメッセージで質問をしました。学業との両立のために気をつけていたこと
は、学業と課外活動のメリハリをつけることです。日本ほど活動が忙しくないので、両立は
しやすいと思います。

課外活動の様子 (H.Yさん)　
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K.Nさん：ジョージタウンに限ってはワクチン接種が 
義務付けられていて、運動部であれば毎週PCR検査 
を受けるなど、コロナ対策を講じながら課外活動が
できています。僕自身は課外活動を3つ行なっていま 
す。1つ目はRA（リサーチアシスタント）でして、 
ブッシュ政権下でも活躍されていて、現在は日本の
政治研究をされているマイケル・グリーン博士の下
で、選挙の分析をしています。2つ目は、 
「BlackGen」という生徒が運営している投資会社

I.Tさん：バージニア大学も、コロナ禍での課外活動の制限はあまりありません。私が住んでい 
る街の人口は4万人と、小さな街でもあるので、大都市と比べるとコロナ対策が厳しくないこと 
も理由の一つだと思います。課外活動の探し方としては、学校で新歓のようなフェアがあり、
自分が興味のあるサークルにその場で登録をしました。私は国際関連のサークルに入ってお
り、国際関係のポッドキャストを作っています。驚いたこととしては、アジアの国際関係にア
メリカの学生が非常に詳しいことです。授業だけでなく、課外活動からの学びもたくさんある
と日々感じています。また、マスメディア系にも興味があったので、学校新聞のサークルにも
所属しています。ニュースだけでなく、普段の学校生活や街での出来事を自分で執筆したり、
他の学生が書いた文章のチェックをしています。学校新聞の活動は、英語力の向上にも役立っ
ています。時間があれば

友人たちとの1枚 (K.Nさん)　

でして、キャンパス内に10社ほどあります。その1つの投資会社で株の分析を行なってお 
り、みんなで話し合いながら、実際に卒業生から集めたお金を運用しています。3つ目がイ 
ンターンシップです。教授が誘ってくださったので、これから参加しようと考えていま
す。ジョージタウンは少し特殊で、クラブごとに選考があります。パーソナルステイトメ
ントを３パラグラフほど書いて、審査の上でクラブへ入会できます。交換留学生は1年しか 
在籍しないので、入れないクラブも多いのですが、僕の場合は友達の紹介で運良く
BlackGenに入れました。正直学業との両立は難しいです。RAは時給が20ドル出るので、 
たくさん活動したいと思っているのですが、現在は週1日ほど参加しています。BlackGen 
も週に2回くらいミーティングがあり、その中で自分の成果物も提出しないといけないの 
で、寝る時間を削りながら頑張っています。授業のリーディングでは、キーワードをリス
トアップしながら効率よく勉強し、何とか課外活動と両立しています。

サークル活動に積極的に参
加でき、試験などで忙しい
場合は活動に行かなくても
良い自由な雰囲気です。自
分でバランスをとりながら
サークル活動に参加でき、
学業との両立が図れていま
す。

友人たちとの1枚 (I.Tさん)　



05 留学を検討している学生に一言！

H.Yさん：コロナ禍の留学となると普段の留学 
と違って手続きが多いなど、大変なこともたく
さんあるのですが、コロナ禍でも留学をしてよ
かったなと私は思います。これから留学をされ
る方も留学をして後悔をする事はないと思いま
すし、人生を大きく変えるような貴重な経験が
得られると思っています。ぜひチャレンジして
みてください！

R.Nさん：留学の内定が決まった学生は、リサーチをするべきだとは思うのですが、どれだ
けリサーチをしても不安はつきまとうものです。ある程度リサーチをしたら、現地に行って
楽しむことが大事だと思います。僕は留学に行ったことがなかったので、留学を躊躇する気
持ちもよく分かります。留学というのは未知な世界で何を得られるのかわからないと感じる
と思うのですが、実際に留学してみると得るものが大きく、日本との違いにも気づけるの
で、留学は前向きに検討してほしいと思います。

K.Nさん：留学が内定している方に向けては、
「コロナ禍でも道さえ見つければなんでもできる
と思うので消極的にならないで」と伝えたいで
す。留学先で社交的になれば誰かが助けてくれま
すし、心配せず積極的に英語を習得する努力をす
れば楽しい留学生活になると思います。これから
留学を検討している方には、留学というのは自分
の全く知らない土地に行って、違う価値観の中で
長期的な生活をする良い機会だと伝えたいです。
留学は自分の視野や価値観を広げてくれますし、
留学を通して新たな将来の可能性について
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皆さん、貴重なお話をありがとうございました。最後に、留学を控えている、
または検討している早大生へ一言お願いいたします！

I.Tさん：留学の内定者に向けては、「不安にならないでほしい」と伝えたいです。確かに厳し
い状況が続いていますが、リサーチや万全なコロナ対策を行うことで、想像よりも安心して暮
らすことができているので、皆さんも積極的に留学の準備をしてほしいです。留学を検討して
いる学生に対しては、「留学はした方が良い」と伝えたいです。全く違う価値観に触れること
や、外国で半年や1年過ごすことは人生において貴重な体験なので、早稲田の留学制度を活用し
て自分の視野を広げることをオススメします！

友人たちとの1枚 (H.Yさん)　

気づくこともできます。自分の進路を決める前に留学に行くことはとても良い経験だと思いま
す！

友人たちとの1枚 (K.Nさん)　


